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過を行わなかった ELISA 分析で 82％、限外ろ過を行った ELISA 分析で 62％であった。以上の
結果から、土壌抽出液の高分子有機物が ELISA を阻害するが、限外ろ過でそれらを取り除くこ
とにより、本キットを土壌残留分析に適用できることが示された。 
本研究により、農作物中に残留するフェニトロチオンを定量するために設計されたフェニトロ
チオン-ELISA キットの様々な土壌における残留分析への適用性が検討された。使用した ELISA
キットはいくつかの土壌試料中のフェニトロチオンの定量には利用可能だが、砂質土壌には適さ
ず測定値が過大評価された。しかし、種々の阻害要因を推定し、その対策について検討した結果、
土壌抽出液の高分子有機物が ELISA を阻害することを明らかにし、分析前の簡単な限外ろ過を
行うことで、砂質土壌を含めた様々な土壌中の残留農薬のモニタリングに利用できることを明ら
かにした。土壌環境中の農薬残留量を簡便な ELISA によって定量できることを示した成果は、
高価な分析機器や煩雑な操作、分析技術を必要とせず、多数の環境試料中の農薬残留量の測定を
容易にし、農薬のリスク評価におけるスクリーニング法としての有効を示した点で、今後の
ELISA キットの開発や分析技術を進歩させる上で重要な成果であり、博士（農学）の学位を与え
るに十分な価値を持つものと判定した。 
 
 
